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乗合交通は

＼ いつからはじまるの？ ／

今運行されているデマンドタクシー

0２　 特集 ほぼドアツードアの
乗合交通実証運行へ

05　 入居条件の制限見直し（定住促進住宅）
11　 一般質問　町民のおもいを届ける60分



い
よ
い
よ
「
ほ
ぼ
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
」
を
実
現
す
る
乗
合
交
通

の
実
証
運
行
が
始
ま
る
。
こ
れ
は
移
動
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る

住
民
の
願
い
に
応
え
る
も
の
。
こ
う
い
う
交
通
手
段
の
実
現
を

求
め
て
い
た
住
民
は
多
い
。
計
画
策
定
は
法
定
協
議
会
で
審

議
さ
れ
る
。
現
時
点
で
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
内
容
は
、
計
画
が
進
む
中
で
変

更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

運
行
開
始
の
予
定
は
10
月
。
町
は
運
行
前
か
ら
住
民
へ
の

説
明
会
を
予
定
し
て
い
る
。

議
会
の
長
年
の
要
求
が

実
現
す
る

平
成
30
年
６
月
の
議
会
決
議

は
「
自
動
車
を
運
転
で
き
な
い

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
」
の
移

動
手
段
を
求
め
た
。
そ
れ
か
ら

7
年
、
調
査
研
究
か
ら
17
年
こ

の
要
求
が
実
る
。

乗
合
交
通
の

10
の
ポ
イ
ン
ト

乗合交通は、
コミュニティバスを存続することが前提

乗合交通実証運行 予約のハードルは高い

四郷
妙寺

大谷
笠田

見好
三谷

志賀

新城

四邑 天野

花園

５つのエリア

花園地域以外の町域が５つのエリアに区分けされる

まちなか乗降ポイントの商店や病院、公共施設などへ行ける

エリア名

１ 四郷

２ 妙寺

３ 笠田・大谷

４ 見好・三谷

５ 天野・四邑・
志賀・新城

➊
運
行
時
間
は
（
朝
か
ら
夕
方
ま
で
、
平

日
の
み
）
で
運
行
す
る
。
た
だ
し
、
朝

は
自
宅
か
ら
ま
ち
な
か
乗
降
ポ
イ
ン
ト

へ
、
夕
方
は
乗
降
ポ
イ
ン
ト
か
ら
自
宅

へ
、
と
移
動
す
る
方
向
に
制
限
あ
り
。

昼
間
は
ほ
ぼ
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
。

➋
登
録
し
た
会
員
が
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
予
約
す
る
。

➌
一
番
の
特
徴
は
「
乗
り
合
い
」。
予
約

し
た
人
を
乗
せ
な
が
ら
目
的
地
へ
移
動

す
る
た
め
、
待
ち
時
間
が
生
じ
る
。

➍
自
宅
の
近
く
に
迎
え
に
来
て
、
商
店
や

病
院
、
公
共
施
設
な
ど
へ
行
け
る
。

➎
地
域
を
５
つ
の
エ
リ
ア
に
分
割
す
る

（
※
花
園
地
域
を
除
く
）。

➏
自
分
の
住
む
エ
リ
ア
か
ら
他
の
エ
リ
ア

に
行
く
場
合
は
、
ま
ち
な
か
乗
降
ポ
イ

ン
ト
で
乗
り
換
え
る
。

➐
バ
ス
停
は
設
置
し
な
い
の
で
、
柔
軟
な

運
行
が
可
能
。

➑
１
回
６
０
０
円
、
お
よ
び
月
額
乗
り
放

題
を
検
討
中
。

➒
帰
る
時
も
予
約
し
、
自
宅
の
近
く
ま
で

乗
れ
る
。

➓
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
乗
合
交
通
の
連

携
を
図
る
。

※
花
園
地
域
が
エ
リ
ア
に
含
ま
れ
て
い
な
い

理
由
は
、
タ
ク
シ
ー
会
社
の
運
行
エ
リ

ア
の
違
い
に
よ
る
。
花
園
地
域
を
ど
う

す
る
か
は
今
後
の
課
題
。（
花
園
地
域
は
、

タ
ク
シ
ー
運
行
が
な
い
た
め
「
ふ
れ
あ
い

サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
）

まちなか乗降ポイント

!  移動については
５つのエリアから国道24号沿い付近の、

まちなか乗降ポイントに行くことができる。
また、エリア内の移動も可能。

議会だよりキャラクター 「かきかあちゃん」

ほ
ぼ
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
の

乗
合
交
通
実
証
運
行
へ

乗合交通は、タクシー会社の車を使用することが
考えられている

2025.8.1  106号 │ 0203 │ 傍聴議会を して 今年度新規採用職員の研修で議会傍聴を行い、レポートから一部抜粋して
掲載しています。傍聴議会を して どんな質問を受けても答えられるように準備しておく必要がある

ことを学びました。[女性]



内容

新
た
な
排
ガ
ス
規
制

に
よ
っ
て
従
来
の
50

㏄
ク
ラ
ス
の
原
動
機

付
自
転
車
が
対
応
で
き
な
く

な
っ
た
。
令
和
７
年
４
月
以
降

は
１
２
５
㏄
以
下
と
出
力
４
・

０
Kw
以
下
の
制
限
で
製
造
・
販

売
さ
れ
る
。
た
だ
し
「
原
付
免

許
」
で
は
、
出
力
規
制
の
な
い

１
２
５
㏄
以
下
に
は
乗
れ
な
い

の
で
注
意
が
必
要
。
役
場
が
発

行
す
る
原
動
機
付
自
転
車
の
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
色
で
分
け

て
い
る
。

内容

令
和
６
年
12
月
８
日
、
国
道
４
８
０
号
「
道
の
駅
く
し
が

き
の
里
」
付
近
を
紀
の
川
市
方
面
に
向
か
っ
て
走
行
す
る

車
に
、
町
所
有
地
の
竹ち
く
木ぼ
く
が
強
風
で
倒
れ
衝
突
、
大
き
な

損
害
を
与
え
た
。
人
的
な
被
害
は
な
か
っ
た
。

問 

損
害
賠
償
金
額
が
１
０
７

万
５
０
０
円
と
な
っ
て
い

る
が
内
容
は
。

建
設
課
長　
竹
木
が
通
行
中
の

車
に
当
た
り
、
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ

ス
や
車
の
前
部
、
右
ド
ア
ガ
ラ

ス
、
ミ
ラ
ー
な
ど
の
修
繕
費
。

問 

町
が
管
理
す
る
道
路
で
も

懸
念
箇
所
が
あ
る
と
思
う

が
。

建
設
課
長　
事
故
発
生
後
、
危

険
と
判
断
し
た
箇
所
は
木
の
伐

採
な
ど
町
内
20
箇
所
で
整
備
を

行
っ
た
。

所得税（非課税限度額）
改正前 改正後

基礎控除 48万円 95万円
給与所得控除 55万円 65万円

合　計 103万円 160万円
※所得税の非課税限度の壁103万円が

160万円に引き上げられた

各種扶養控除額の所得要件引き上げ
改正前 改正後

所得要件 48万円 58万円
給与所得控除 55万円 65万円

合　計 103万円 123万円
※扶養控除の壁103万円が123万円に引き

上げられた

問 

県
管
理
の
国
道
４
８
０
号

で
の
事
故
で
あ
る
。
賠
償

責
任
に
つ
い
て
県
と
協
議
し
た

の
か
。
ま
た
、
同
じ
よ
う
な
倒

木
な
ど
の
事
故
が
町
道
で
発
生

し
た
場
合
、
所
有
者
の
賠
償
責

任
に
な
る
の
か
。

建
設
課
長　
被
害
者
は
県
・
町

と
協
議
し
た
が
、
通
行
中
の
車

に
直
接
竹
木
が
当
た
っ
た
た
め
、

所
有
者
で
あ
る
町
に
請
求
さ
れ

た
。
ま
た
、
私
有
地
に
つ
い
て

も
所
有
者
に
管
理
責
任
が
問
わ

れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
町
民

に
は
注
意
喚
起
を
行
う
必
要
が

あ
る
。
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
定
期
的
に
啓
発
を
行
う
。

内容

桜
ケ
丘
１
号
館
（
北
）
は
３
Ｄ
Ｋ
で
20
戸
、２
号
館
（
南
）

は
2
Ｋ
で
39
戸
あ
る
。
１
号
館
は
複
数
の
入
居
者
の
家
族

が
対
象
で
、
２
号
館
は
単
身
者
で
も
入
居
で
き
る
。
入
居

の
条
件
だ
っ
た
年
令
制
限
を
な
く
し
、
優
先
入
居
の
対
象
で
あ
る
扶

養
親
族
の
年
令
も
15
歳
か
ら
18
歳
に
枠
を
拡
大
し
た
。

入
居
条
件
の
制
限
見
直
し

【
定
住
促
進
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正
】

年齢制限廃止は歓迎

　

現存の50ccのバイクは今後も引き続き乗ることができる

議│案│審│議

６月
会議

５
月
29
日
か
ら
始
ま
っ
た
６
月
会
議
で
は
、
一
般
会
計
お

よ
び
各
会
計
の
補
正
予
算
や
、
国
民
健
康
保
険
税
の
税
額
を

決
め
る
国
民
健
康
保
険
条
例
や
町
税
条
例
の
一
部
改
正
案
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
く
物
品
売
買
契
約
案
な
ど

の
議
案
を
審
議
し
た
。
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
案

は
賛
成
多
数
、
そ
れ
以
外
の
議
案
は
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

６月会議
（5/29～6/17）

人事 ２件
補正予算 ８件

条例 ７件
事件議決 ８件
専決処分 ６件
諸報告 ４件
請願 １件

一般質問 ５人

ナンバー色 種別区分

白

総排気量50cc以下

総排気量125cc以下かつ最高出
力4.0kw以下（新基準バイク）

定格出力0.6kw以下
（キックボードなどは専用標識を使用）

黄色 総排気量50cc超　90cc以下

ピンク 総排気量90cc超　125cc以下

バ
イ
ク
の
新
規
格

【
町
税
条
例
の
一
部
改
正
】

問 
国
は
今
回
の
税
制
改
正
で
、
８
割
の

人
の
減
税
額
が
２
万
円
か
ら
４
万
円

程
度
に
な
る
よ
う
調
整
し
た
と
言
わ
れ
て

い
る
が
。

税
務
課
主
幹
兼
課
長
補
佐　
そ
の
と
お
り
。

内容

国
会
で
１
０
３
万
円
の
壁
の
問

題
が
議
論
さ
れ
、
法
改
正
が
行

わ
れ
町
条
例
も
改
正
と
な
っ

た
。
所
得
税
非
課
税
の
壁
は
１
０
３
万
円

か
ら
１
６
０
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
配

偶
者
な
ど
の
扶
養
控
除
の
壁
は
１
２
３
万

円
に
。
さ
ら
に
特
定
親
族
特
別
控
除
が
新

設
さ
れ
、
19
歳
か
ら
23
歳
未
満
の
大
学
生

な
ど
に
限
っ
て
、
扶
養
控
除
の
壁
は

１
０
３
万
円
か
ら
１
５
０
万
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
。
施
行
日
は
、
令
和
8
年
1
月

1
日
。

１
０
３
万
円
の
壁
は

ど
う
なっ
た
？

町所有地の竹木が倒れ責任が問われた事故現場附近

年齢制限がなくなり、入居しやすくなった定住促進住宅（佐野）

町
所
有
地
の
竹
木
が
車へ
激
突

【
損
害
賠
償
の
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
】

山間部の道路保全を

２号館
1号館
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議
案
審
議

傍聴議会を して 皆様が納めている税金がどのように活用されるのかを深く知る
ことができました。[女性] 傍聴議会を して 議会は、行政を適切に進める中で必要であることを実感すること

ができました。[女性]



内容

国
の
法
改
正
で
、
国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
医
療
分
お
よ

び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
支
援
分
の
最
高
限
度
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
と
連
動
し
て
５
割
軽
減
と
２
割
軽

減
の
対
象
者
が
増
え
る
よ
う
枠
が
広
げ
ら
れ
た
。
本
町
は
高
齢
化
と

人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
町
の
国
保
税
収
入
総
額
は
前
年
度

比
で
１
８
６
０
万
円
減
、
５
割
軽
減
で
マ
イ
ナ
ス
８
世
帯
、
２
割
軽

減
で
マ
イ
ナ
ス
22
帯
と
な
っ
た
。

問 

前
年
度
と
比
較
し
て
被
保
険
者
は
ど

れ
だ
け
減
っ
た
の
か
。

税
務
課
主
幹
兼
課
長
補
佐　
１
３
２
世
帯
、

２
５
８
人
減
少
し
、
２
５
４
９
世
帯
と
な

っ
た
。

問 

40
歳
未
満
の
若
い
世
帯
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

で
増
税
と
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

税
務
課
主
幹
兼
課
長
補
佐　
　

40
歳
未
満
の
世
帯
と
65
歳
以
上

の
高
齢
者
世
帯
に
は
介
護
分
の

負
担
が
な
い
。
増
額
に
な
っ
た

世
帯
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

政
務
活
動
費
は

12
人
中
８
人
が活用

政
務
活
動
費
と
は
、

議
員
が
調
査
研
究
な
ど

の
活
動
を
行
う
た
め
に

経
費
の
一
部
と
し
て
交

付
さ
れ
る
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

反
対

町
の
努
力
で

保
険
税
軽
減
を

東
芝　
弘
明
議
員

国
保
加
入
世
帯
２
５
４
９

の
う
ち
増
税
は
１
６
２
４
世

帯
の
66
％
と
な
っ
た
。
国
保

税
引
き
上
げ
に
は
反
対
。
国

保
税
を
引
き
下
げ
る
よ
う
態

度
を
改
め
て
ほ
し
い
。
ど
う

す
れ
ば
保
険
税
を
軽
減
で
き

る
の
か
、
研
究
を
求
め
る
。

項　　目 改正後 改正前

課税限度額の見直し

基礎賦課額（医療）課税限度額の引き上げ ６６万円 ６５万円

後期高齢者支援金等課税限度額の引き上げ ２６万円 ２４万円

６月会議採決状況（賛否が分かれた議案は１件）

件名
議員名

結果

松
岡　
宏
行

藤
本　
憲
一

東
芝　
弘
明

大
原　
清
明

浦
中　
隆
男

溝
北　
好
一

中
谷　
雅
美

羽
根　
祥
起

滝
ノ
上
万
記

山
下　
慎
二

表
具　
　
弘

大
山　
希
世

６月会議
かつらぎ町国民健康保険税
条例の一部を改正する条例
制定について

10対1で
可決 － ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（注）松岡宏行議員は、議長のため採決には加わらない。　○は賛成　×は反対　欠は欠席

令和６年度政務活動費収支一覧

議員名 交付額

経費の内訳

合
計

調

※

査
研
究
費

研
修
費

広
報
・
広
聴
費

要
請
陳
情
等

活
動
費

会
議
費

資

※

料
作
成
費

資

※

料
購
入
費

事
務
所
費

事
務
費

人
件
費

松岡　宏行 180,000 229,624 229,624

東芝　弘明 39,051 39,051 39,051

大原　清明 57,600 57,600 57,600

溝北　好一 87,218 87,218 7,946 79,272

滝ノ上万記 180,000 189,907 181,369 8,538

山下　慎二 70,461 70,461 44,620 25,841

表具　　弘 20,900 20,900 4,900 16,000

大山　希世 9,405 9,405 5,940 3,465

合計 644,635 704,166 44,620 0 229,624 0 0 220,056 206,401 0 3,465 0

交付額は、議員一人当たり月額1万５０００円を基礎とした年間上限18万円。一覧に氏名のない議員は交付を受けていない。

賛
否
が
分
か
れ
る

討
論

（単位：円）

!  かきかあちゃんの用語解説
※調査研究費…視察研修費など
※資料作成費…印刷製本費やパソコン、

プリンター購入費など
※資料購入費…書籍、新聞、雑誌購入費など

最
高
限
度
額
引
き
上
げ
、

軽
減
の
対
象
枠
拡
大

【
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
】

内容

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
「
所
得
割
」「
均
等
割
」「
平
等

割
」
な
ど
の
税
率
や
賦
課
額
が
改
正
さ
れ
た
。
令
和
７
年

度
は
、
基
礎
分
（
医
療
）
が
増
額
、
後
期
高
齢
者
医
療
支

援
分
、
介
護
分
で
減
額
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
前
年
度
比
で
国
保

加
入
世
帯
２
４
５
９
の
う
ち
６
４
０
世
帯
（
26
％
）
が
減
税
、

１
６
２
４
世
帯
（
66
％
）
が
増
税
と
な
っ
た
。
新
規
加
入
世
帯
は

１
９
５
世
帯
、
国
保
加
入
世
帯
で
な
く
な
っ
た
の
は
３
２
７
世
帯

あ
っ
た
。 66

％
の
世
帯
が
増
税

国保被保険者の農家夫婦（40歳代）「厳しい現実の中、頑張っているんだぞ‼」

2025.8.1  106号 │ 0607 │ 傍聴議会を して 議長によって厳粛に会議が進められ、議場にいる全員がルールに
基づいて発言、傍聴をしている様子をうかがうことができました。[女性] 傍聴議会を して 少しでも住民の方のお役に立とうと、議題の細かなところまで

審議する姿勢に心打たれました。[女性]

議
案
審
議



内容

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
始
ま
っ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
導
入
か
ら
５
年
が
経
過
し
た
の
で
、
新
し
い
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
入
れ
替
え
る
。
台
数
は
１
１
１
７
台
、
購
入
金
額
は

６
８
０
６
万
９
９
８
０
円
。

内容

水
道
の
宅
内
配
管
と

下
水
の
屋
内
排
水
設

備
の
工
事
は
、
町
の

指
定
を
受
け
た
事
業
者
に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
る
が
、
能
登
半
島

地
震
で
は
、
事
業
者
が
不
足
し

復
旧
が
遅
れ
た
。
国
は
、
こ
の

よ
う
な
事
態
を
回
避
す
る
た
め

指
針
を
出
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
町
指
定
外
の
事
業
者
が
、

工
事
を
行
え
る
よ
う
条
例
改
正

が
行
わ
れ
た
。

問 

学
習
の
中
で
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
ど
の
よ
う
に
活

用
を
し
て
い
る
の
か
。

教
育
総
務
課
長　
教
科
書
に
あ

る
二
次
元
コ
ー
ド
を
タ
ブ
レ
ッ

ト
で
読
み
取
り
、
詳
し
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
体
育

授
業
で
走
る
フ
ォ
ー
ム
の
動
画

を
撮
り
合
い
、
よ
り
良
い
走
り

方
の
研
究
を
す
る
た
め
な
ど
に

活
用
し
て
い
る
。

問 

安
全
で
適
切
な
使
用
の
た

め
の
制
限
は
。

教
育
総
務
課
長　
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
は
フ
ィ
ル
タ
ー
を
設
定

し
、
有
害
サ
イ
ト
の
閲
覧
を
制

限
し
て
い
る
。
ま
た
、
22
時
か

ら
６
時
ま
で
の
時
間
帯
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
閲
覧
で
き
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。

問 
新
聞
紙
上
で
は
、
自
宅
に

持
ち
帰
っ
て
使
用
す
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
ば
か
り
を
見
て

い
る
弊
害
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

実
態
把
握
を
行
い
、
対
処
方
法

を
研
究
す
べ
き
で
は
。

教
育
長　
研
究
し
た
い
。

問 

県
内
全
体
の
整
備
台
数
は
。

教
育
総
務
課
長　
約
３
万
６
０

０
０
台
。

町内学校のタブレット台数

笠田小学校 290台 大谷小学校 49台

渋田小学校 69台 笠田中学校 193台

梁瀬小学校 6台 妙寺中学校 186台

妙寺小学校 324台

合　計 1,117台

問 

大
規
模
災
害
が
頻
発
す
る

中
、
近
隣
地
域
と
の
連
携

も
増
え
つ
つ
あ
る
が
、
具
体
的

な
例
は
。

上
下
水
道
課
長　
能
登
半
島
地

震
で
は
被
災
自
治
体
の
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
だ
け
で
は

対
応
が
で
き
ず
、
全
国
各
地
か

ら
工
事
事
業
者
の
派
遣
が
行
わ

れ
た
。
近
隣
で
は
橋
本
市
が
市

内
の
指
定
工
事
外
事
業
者
を
石

川
県
に
派
遣
し
た
。

内容

町
内
に
あ
る
聖
心
幼
稚
園
に
は
、
国
か
ら
私
立
幼
稚
園
施

設
型
給
付
金
が
給
付
さ
れ
て
い
る
。
町
は
、
私
立
幼
稚
園

が
果
た
し
て
い
る
役
割
を
踏
ま
え
、
保
育
・
教
育
環
境
の

充
実
を
目
指
す
。

問 
私
立
幼
稚
園
施
設
型
給
付

金
と
は
、
ど
の
よ
う
な
目

的
の
給
付
金
か
。
基
準
、
公
定

価
格
の
設
定
は
。
町
内
の
私
立

幼
稚
園
の
み
が
対
象
な
の
か
。

こ
ど
も
未
来
課
長
補
佐　
幼
稚

園
や
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
の
特

定
教
育
・
保
育
施
設
を
利
用
す

る
際
に
、
施
設
に
対
し
て
支
給

さ
れ
る
。
国
が
定
め
る
基
準
額

と
、
施
設
の
規
模
、
園
児
の
定

員
数
な
ど
を
基
に
積
算
さ
れ
る
。

町
内
に
居
住
す
る
園
児
が
通

う
町
外
の
施
設
も
対
象
と
な
る
。

問 

今
後
の
私
立
幼
稚
園
と
こ

ど
も
園
の
役
割
、
町
と
し

て
の
考
え
方
は
。

こ
ど
も
未
来
課
長
補
佐　
今
後

と
も
公
設
民
営
で
あ
る
こ
ど
も

園
と
あ
わ
せ
て
、
比
較
的
小
規

模
の
環
境
や
、
独
自
の
教
育
を

実
践
し
て
い
る
私
立
幼
稚
園
と

も
連
携
す
る
。

私
立
幼
稚
園
と
の
連
携
を

図
り
た
い

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

特色ある教育を実践している聖心幼稚園

新
し
い
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

入
れ
替
え

【
物
品
売
買
契
約
の
締
結
】

災
害
時
に
は
指
定
外
の

事
業
者
の
力
も
借
り
る

【
水
道
事
業
給
水
条
例
と
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
】

内容

笠
田
小
学
校
の
空
調
機
器
の
更
新
事
業

７
５
４
３
万
８
０
０
０
円
は
、
機
器
の
計
画
的
更
新
に
よ

る
も
の
だ
っ
た
が
、
国
の
査
定
の
結
果
、
補
助
金
が
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
予
算
を
全
額
削
除
し
た
。
現
在
空
調
は
、
故

障
も
な
く
動
い
て
い
る
の
で
問
題
は
な
い
。
今
回
の
機
器
更
新
が
で

き
な
か
っ
た
の
で
、
次
年
度
以
降
の
更
新
計
画
に
も
影
響
が
出
る
。

空
調
機
の
入
れ
替
え
延
期

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

便利も良しあし

二次元コードを読み取るとタブレットに資料が表示される

令和6年、橋本市の指定工事外事業者が
災害連携のため石川県へ出発した

2025.8.1  106号 │ 0809 │ 傍聴議会を して なかなか理解が及ばない議案もあり、理解する為にこれから広く
知識をつけていかなくてはならないと強く感じました。[男性] 傍聴議会を して 議案にない事案の発言があると、議長から指摘があり厳正に議事

が進められていました。[女性]

議
案
審
議



「『
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
』
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
の
請
願
」

が
６
月
会
議
に
提
出
さ
れ
、
総
務
産
業
常
任
委
員
会
に
付
託
し
た
。
６
月
２
日
、
委
員
会
は

請
願
を
採
択
。
議
員
提
案
で
意
見
書
を
本
会
議
へ
提
出
。
本
会
議
に
お
い
て
全
員
賛
成
で
請

願
を
採
択
、
意
見
書
を
可
決
し
た
。

刑
事
訴
訟
法
に
お
け
る

再
審
規
定
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
提
出

請願・意見書

議会だよりは
住民とのかけはし

議会だよりは
住民と紙面を通じて

交流を図るものです。
住民目線を大切にし、

わかりやすさを追求しながら
楽しく編集しています。

本会議場へ
お越しください
ユーチューブでも

配信をしていますが、
議員からの質疑・質問、
執行部からの答弁など、

本会議場の雰囲気を
体感してくださいね。

各ページの二次元
コードを読み取る
と、ユーチューブで
質問映像を見るこ
とができます。

住民の声を聞くには丁寧な準備が必要
表具　　弘………………… 12

「ヴィソン」の完成時期はいつか
滝ノ上万記………………… 13

持続可能な地域通貨などの導入を
大山　希世………………… 14

防災士の積極的な育成を
東芝　弘明………………… 15

災害関連死審査会設置を早急に
山下　慎二………………… 16

令和７年中に行った一般質問テーマ

中阪町長

請
願
者

日
本
国
民
救
援
会

　
和
歌
山
県
本
部

　
　
　

 

事
務
局
長

畑
中　
正
好

紹
介
議
員東

芝　
弘
明

提
出
先

衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣

法
務
大
臣

意
見
書
の
要
旨

え
ん
罪
は
、
国
家
に
よ

る
最
大
の
人
権
侵
害
の
一

つ
で
あ
り
、
人
権
救
済
は
、

我
が
国
に
と
っ
て
も
地
方

公
共
団
体
に
と
っ
て
も
重

要
な
課
題
で
あ
る
。

え
ん
罪
被
害
者
を
救
済

す
る
制
度
で
あ
る
再
審
に

つ
い
て
は
、
手
続
を
定
め

た
刑
事
訴
訟
法
の
規
定（
第

四
編 

再
審
）
に
再
審
請
求

手
続
の
審
理
の
在
り
方
に

関
す
る
規
定
が
ほ
と
ん
ど

な
い
こ
と
か
ら
、
適
正
さ

が
制
度
的
に
担
保
さ
れ
ず
、 公

平
性
も
損
な
わ
れ
て
い

る
と
の
危
惧
が
生
じ
て
い

る
。よ

っ
て
、
次
の
改
正
を

速
や
か
に
行
う
よ
う
強
く

求
め
る
。

１
．
再
審
請
求
の
手
続
規

定
を
整
備
す
る
こ
と

２
．
再
審
請
求
手
続
に
お

け
る
証
拠
開
示
を
制

度
化
す
る
こ
と

３
．
再
審
開
始
決
定
に
対

す
る
検
察
官
の
不
服

申
立
て
を
禁
止
す
る

こ
と

妙寺　池
いけ

田
だ

　玲
れい

子
こ

さん
一度限りの人生に光を

えん罪被害者を守る再審請求が迅速
に改革できる社会を願います。

議会だより
編集委員からのお願い議会だより
編集委員からのお願い

一 般 質 問

一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
政
に
関
す
る
提
案
や
質
問
を
行
う
も
の
で
、

持
ち
時
間
は
１
人
６０
分
。
記
事
は
、質
問
者
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

６０

町
民
の
お
も
いを
届
け
る

分
山下 議員

2025.8.1  106号 │ 1011 │ 

一
般
質
問

傍聴議会を して 生配信も行っており、議場に来なくても議会を見ることができるので、ぜひ
配信を見ていただき町の現状や進展などを知ってほしいと思いました。[女性] 傍聴議会を して 私が議会傍聴している間、傍聴に来られる方が少なかったと感じ

ました。[女性]



治
区
で
10
団
体
、
町
内
会

で
30
団
体
が
認
可
を
受
け

て
い
る
。

問 

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
と
は
何
か
。

総
務
課
長　
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
や

町
内
会
加
入
率
向
上
と

今
後
の
町
内
会

維
持
対
策
は

問 
町
内
会
は
任
意
団
体

で
あ
る
が
小
さ
な
自

治
組
織
で
あ
り
、
都
市
機

能
の
末
端
を
担
う
存
在
。

町
内
会
を
維
持
す
る
た
め

の
自
治
振
興
費
の
見
直
し

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

総
務
課
長　
平
成
26
年
度
、

一
世
帯
あ
た
り
１
０
０
０

円
か
ら
、
１
５
０
０
円
に

単
価
の
見
直
し
を
行
っ
て

い
る
。

問 

本
町
に
お
け
る
自
治

区
・
町
内
会
の
認
可

地
縁
団
体
数
は
。

総
務
課
長　
本
町
で
は
自

問 

「
ヴ
ィ
ソ
ン
（
笠
田

中
地
内
の
企
業
誘
致

事
業
）」と「
旧
帯
庄
」「
妙

寺
駅
前
」
の
土
地
に
お
け

る
、
現
在
進
行
中
の
大
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

問
う
。
こ
れ
ら
３
つ
の
土

地
の
購
入
金
額
と
面
積
、

さ
ら
に
そ
れ
ら
の
計
画
の

内
容
と
進
捗
状
況
に
加
え

て
、
本
町
が
負
担
す
る
予

算
の
見
込
額
や
完
成
時
期
、

計
画
完
了
時
期
、
竣
工
の

時
期
に
つ
い
て
問
う
。

参
事
（
建
設・産
業
担
当
）

笠
田
中
地
内
の
企
業
誘
致

事
業
に
つ
い
て
。
現
在
、

用
地
買
収
が
済
ん
で
い
る

土
地
の
面
積
は
１
３
万
３

０
７
６
㎡
で
、
用
地
取
得

に
か
か
っ
た
費
用
は
２
億

５
２
８
９
万
４
０
０
０
円

駐車場として整備する予定の妙寺駅前広場

空
き
家
・

移
住
定
住
対
策
の
支
援
を

問 

本
町
の
管
理
不
全
空

家
に
対
す
る
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

17
件
の
管
理
不
全
空
き
家

に
対
す
る
「
空
き
家
法
第

12
条
」
に
基
づ
く
情
報
提

供
や
助
言
に
つ
い
て
は
、

文
書
に
よ
る
通
知
が
15
件
、

口
頭
が
２
件
。

問 

建
築
基
準
法
改
正
後

の
相
談
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

建
築
基
準
法
改
正
に
よ
る

具
体
的
な
相
談
は
受
け
て

い
な
い
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
性
化
に
は
住
民
同
士
の

つ
な
が
り
が
必
要

問 

行
政
報
告
会
を
開
催

し
て
い
な
い
区
で
の

開
催
要
望
は
あ
る
の
か
。

企
画
公
室
長　
令
和
７
年

度
の
開
催
地
区
や
回
数
に

つ
い
て
は
、
特
に
御
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
な
い
。

ま
た
行
政
報
告
会
に
つ
い

て
、
今
年
度
新
た
に
開
催

す
る
計
画
は
な
い
。

問 

住
民
同
士
の
つ
な
が

り
を
強
く
す
る
に
は

ど
う
す
べ
き
か
。

町
長　
行
政
報
告
会
に
加

え
て
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
な
ど
、
住
民
の
方
か
ら

行
政
に
声
を
届
け
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
、
仕
組
み

を
設
け
て
い
る
が
会
場
数

が
少
な
か
っ
た
。
今
年
度

は
そ
う
い
っ
た
こ
と
の
反

省
を
踏
ま
え
て
、
開
催
場

所
を
倍
増
。
今
後
も
住
民

の
意
見
を
丁
寧
に
聞
い
て

い
け
る
よ
う
な
、
そ
ん
な

行
政
を
進
め
て
い
き
た
い
。

で
あ
っ
た
。
計
画
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
は
、
今
年

５
月
に
実
施
し
た
事
業
者

と
本
町
が
行
っ
た
協
議
の

場
で
「
今
年
11
月
頃
に
、

特
定
の
事
業
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
け
る
資
金
調
達

や
、
リ
ス
ク
管
理
な
ど
の

目
的
の
た
め
に
設
立
さ
れ

る
会
社
で
あ
る
、
特
別
目

的
会
社
を
設
立
す
る
と
い

う
予
定
で
あ
る
」
と
聞
い

た
。
本
町
の
立
場
と
し
て
、

特
別
目
的
会
社
設
立
後
に

時
間
を
空
け
ず
、
正
式
な

進
出
協
定
を
締
結
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
締
結
後

に
、
本
町
が
買
収
し
た
事

業
用
地
を
事
業
者
に
売
却

す
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、

施
設
の
着
工
時
期
や
完
成

時
期
は
未
定
で
あ
る
。
ま

た
今
後
必
要
と
な
る
本
町

の
財
政
的
な
負
担
に
つ
い

て
は
、
渋
滞
対
策
や
町
道

の
整
備
、
雨
水
対
策
な
ど

の
経
費
が
考
え
ら
れ
る
が
、

現
時
点
で
は
費
用
な
ど
は

未
定
で
あ
る
。

参
事
（
総
務・厚
生
担
当
）

旧
帯
庄
跡
地
に
つ
い
て
は
、

子
育
て
世
帯
や
単
身
世
帯

を
対
象
と
し
た
地
域
優
良

賃
貸
住
宅
を
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手

法
で
建
設
す
る
予
定
で
あ

る
。
土
地
の
面
積
は
約
９

７
７
１
㎡
で
あ
り
、
取
得

に
要
し
た
費
用
は
１
億
３

３
０
５
万
円
で
あ
る
。
事

業
の
進
捗
状
況
は
、
令
和

７
年
度
中
に
事
業
者
の
決

定
を
行
う
予
定
で
、
現
在

事
業
者
募
集
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。
設
計
、
建
設

に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年

度
よ
り
開
始
予
定
で
、
令

和
９
年
度
末
の
完
成
を
め

ざ
す
。
本
町
が
負
担
す
る

土
地
代
以
外
の
費
用
に
つ

い
て
は
未
定
で
あ
る
。

参
事
（
建
設・産
業
担
当
）

妙
寺
駅
前
の
土
地
に
つ
い

て
は
、
妙
寺
駅
前
や
国
道

24
号
か
ら
の
景
観
改
善
や
、

駅
前
広
場
利
用
者
の
利
便

性
向
上
の
た
め
、
令
和
６

年
度
に
妙
寺
駅
前
の
未
利

用
地
を
、
妙
寺
駅
前
広
場

駐
車
場
用
地
と
し
て
購
入

し
た
。
用
地
面
積
は
約
２

３
１
６
㎡
、
用
地
取
得
費

は
８
０
６
０
万
円
。

令
和
７
年
度
に
は
、
妙

寺
駅
前
広
場
の
駐
車
場
と

し
て
整
備
工
事
を
予
定
し

て
お
り
、
事
業
費
１
５
３

０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

工
事
内
容
は
、
造
成
、
土

壌
改
良
、
砕
石
舗
装
、
進

入
路
整
備
を
行
う
予
定
で

あ
る
。
雑
木
樹
木
な
ど
の

伐
採
と
土
地
の
測
量
が
完

了
、
現
在
は
、
設
計
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
他
に
、
Ｊ
Ｒ
和
歌

山
線
妙
寺
駅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
こ
ど
も
園
の
園

児
達
の
午
睡
時
の
安
全
確

保
に
つ
い
て
も
質
問
し
た
。

集
会
施
設
の
整
備
な
ど
に

対
し
て
助
成
を
行
い
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
社
会
の
健

全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の

向
上
に
寄
与
す
る
た
め
の

事
業
。

表具　  弘 議員滝ノ上万記 議員

住民が集える集会所の建設予定地（中飯降睦
むつみ

町内会）

住民の声を聞くには
丁寧な準備が必要

［町長］住民の意見を聞く行政を進めていきたい

「ヴィソン」の完成時期は
いつか

［参事］ 着工時期や完成時期は未定
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傍聴議会を して 発言する議員さんが偏っていたのが印象的で、もう少し皆さんで
議論してほしいと感じました。[男性] 傍聴議会を して 議会では町の運営に関する事が多く議論されており、地方自治の

重要性を改めて実感しました。[男性]



問 

防
災
士
と
は
何
か
。

危
機
管
理
課
長　
日
本
防

災
士
機
構
の
認
定
を
受
け

た
、
地
域
の
防
災
力
を
高

め
る
活
動
の
担

い
手
。

問 

防
災
士
の

資
格
を
持

っ
た
人
が
複
数

活
動
す
れ
ば
、

自
主
防
災
組
織

の
事
務
局
的
な

役
割
を
果
た
せ

る
の
で
は
な
い

か
。

危
機
管
理
課
長

　
そ
う
い
う
体

制
づ
く
り
が
必

要
だ
と
思
う
。

お
買
い
物
ク
ー
ポ
ン
券

発
行
を
電
子
化
し
て
は

問 
令
和
５
年
度
決
算
で

「
経
費
削
減
の
た
め

に
電
子
ク
ー
ポ
ン
券
発
行

を
検
討
す
る
」
と
の
報
告

で
あ
っ
た
が
、
以
降
ど
の

よ
う
な
検
討
が
あ
っ
た
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

電
子
ク
ー
ポ
ン
券
導
入
の

初
期
シ
ス
テ
ム
構
築
に
か

か
る
経
費
が
、
紙
ベ
ー
ス

の
ク
ー
ポ
ン
券
の
郵
送
料

を
大
き
く
上
回
る
た
め
、

単
発
で
の
実
施
は
経
費
削

減
効
果
が
な
い
事
と
、
電

子
ク
ー
ポ
ン
券
の
使
用
が

難
し
い
人
が
一
定
数
い
る

の
で
導
入
を
見
送
っ
た
。

行
政
ポ
イ
ン
ト
導
入
も提

案

問 

電
子
ク
ー
ポ
ン
だ
け

の
デ
ジ
タ
ル
化
で
は

費
用
対
効
果
は
な
い
。
例

え
ば
行
政
ポ
イ
ン
ト
付
与

の
１
つ
と
し
て
、
特
定
健

診
・
が
ん
検
診
受
診
者
に

付
与
し
て
は
ど
う
か
。
こ

れ
は
受
診
率
ア
ッ
プ
の
一

助
に
な
る
の
で
は
。

健
康
推
進
課
長　
町
と
し

て
は
令
和
４
年
度
か
ら
、

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
自

己
負
担
額
を
無
料
に
し
、

受
診
率
向
上
を
目
指
し
て

い
る
。
ポ
イ
ン
ト
付
与
は
、

受
診
す
る
動
機
づ
け
の
１

つ
に
な
る
。

問 
受
診
率
が
ア
ッ
プ
→

早
期
に
疾
患
を
発
見

可
能
→
早
期
に
治
療
開
始

で
き
る
→
被
保
険
者
の
身

体
的
負
担
、
治
療
費
な
ど

経
済
的
負
担
が
軽
く
済
む

→
町
が
負
担
す
る
医
療
給

付
費
が
減
る
→
こ
の
積
み

重
ね
に
よ
り
国
民
健
康
保

険
税
の
引
き
下
げ
に
も
つ

な
が
る
。
こ
れ
は
介
護
保

険
料
に
も
同
じ
こ
と
が
言

え
る
。
昨
年
度
策
定
の
長

期
総
合
計
画
で
定
め
た
受

診
率
の
目
標
値
は
。

健
康
保
険
課
長　
到
達
目

標
は
、
令
和
17
年
度
特
定

健
診
が
ん
検
診
と
も
に
60

％
と
設
定
。

全
世
代
が

利
用
で
き
る
こ
と
で

価
値
が
生
ま
れ
る

問 
全
町
民
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
発
行
が
有
効
と

思
う
。
事
業
の
検
討
を
求

め
る
。

参
事
（
総
務・厚
生
担
当
）

地
域
活
性
、
町
づ
く
り
へ

の
住
民
参
画
を
目
指
し
た

施
策
と
し
て
魅
力
あ
る
取

り
組
み
。
ま
た
、
重
要
な

点
と
し
て
①
店
舗
事
業
者

が
導
入
し
や
す
い
②
住
民

が
利
用
し
や
す
く
利
用
し

た
い
と
思
う
動
機
付
け
が

必
要
③
複
数
の
利
用
用
途

が
あ
る
。
④
商
工
会
と
の

連
携
。

鳥取県日南町では、０歳児も含め
全町民にプリペイド式の「たったもカード」を発行

問 

町
長
の
考
え
は
。

町
長　
デ
ジ
タ
ル
通
貨
・

地
域
通
貨
は
、
地
域
経
済

活
性
化
で
は
特
に
有
効
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
大

き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
。
し
っ
か
り
検
証
検
討

し
て
い
く
。

問 

防
災
士
の
養
成
へ
の

助
成
を
。
養
成
目
標

は
。

危
機
管
理
課
長　
自
主
防

災
組
織
を
窓
口
に
、
受
講

す
る
費
用
の
補
助
を
実
施

し
て
い
る
。
養
成
は
２
０

０
人
程
度
を
目
途
に
し
た

い
。

問 

女
性
の
防
災
士
の
確

保
は
。

危
機
管
理
課
長　
２
０
０

人
中
３
分
の
１
以
上
に
し

た
い
。

問 

紀
北
エ
リ
ア
で
研
修

講
座
と
試
験
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
近
隣
市
町
の

協
力
を
。
か
つ
ら
ぎ
町
防

災
士
協
会
（
仮
称
）
を
立

ち
上
げ
て
ほ
し
い
。

危
機
管
理
課
長　
講
座
と

試
験
に
つ
い
て
は
研
究
し

た
い
。
防
災
士
協
会
（
仮

称
）
は
必
要
だ
。

問 

救
助
資
機
材
の
維

持
・
管
理
・
更
新
、

要
支
援
者
の
リ
ス
ト
作
り

と
災
害
時
の
救
援
、
ス
フ

ィ
ア
基
準
に
基
づ
く
避
難

所
の
開
設
な
ど
、
防
災
士

の
活
動
が
軌
道
に
の
れ
ば
、

地
域
の
防
災
力
は
発
展
す

る
の
で
は
。

町
長　
自
主
防
災
組
織
の

意
欲
が
向
上
す
る
よ
う
、

ト
ー
タ
ル
的
に
取
り
組
む
。

東芝  弘明 議員 大山  希世 議員

自治区に複数の防災士を配置すれば防災力の向上が期待できる

防災士の積極的な育成を
［町長］ トータルに取り組みたい

持続可能な地域通貨などの
導入を

［町長］ 住民サービス向上の可能性がある

問 

議
員
全
員
協
議
会
で

は
、
町
が
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
（
以
下
「
ス

ー
パ
ー
」
と
い
う
）
誘
致

の
た
め
に
土
地
を
用
意
し

た
り
、
建
物
を
町
が
建
設

す
る
可
能
性
も
語
っ
た
が
。

町
長　
そ
れ
は
最
後
の
段

階
。
ど
の
よ
う
な
ス
ー
パ

ー
が
来
る
か
も
含
め
市
場

の
原
理
に
任
せ
る
。

問 

「
ス
ー
パ
ー
が
な
く

な
る
前
の
買
物
先

は
」「
選
ん
で
い
る
理
由

は
」「
撤
退
後
の
買
物
先

は
」「
現
在
買
物
で
困
っ

て
い
る
こ
と
は
」「
ス
ー

パ
ー
に
ど
の
よ
う
な
機
能

を
求
め
る
か
」
な
ど
、
住

民
に
対
す
る
意
向
調
査
、

実
態
調
査
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長　
絵
に
描
い
た
餅
に

な
る
。

問 

住
民
と
行
政
が
一
緒

に
課
題
を
考
え
る
。

そ
れ
が
住
民
主
権
で
は
な

い
の
か
。

町
長　
議
会
と
当
局
が
協

議
を
し
な
が
ら
進
め
る
。

問 

京
奈
和
自
動
車
道
の

開
通
後
、
妙
寺
地
域

の
交
通
量
が
減
っ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
で
店
の
撤
退
が

起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
店

の
人
気
が
な
く
な
っ
て
撤

退
し
た
の
か
、
よ
く
分
か

ら
な
い
。
実
態
調
査
と
か

意
識
調
査
は
必
要
だ
し
、

交
通
量
調
査
も
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長　
ス
ー
パ
ー
誘
致
は

市
場
原
理
が
全
て
。
行
政

が
力
を
出
す
べ
き
と
き
は

調
査
も
必
要
に
な
る
。

誘
致
に
住
民
と
の
協
働
を

［
町
長
］議
会
と
協
議
し
て
進
め
る
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４
月
は
地
区
か
ら
直
接
届
い
た
道

路
に
関
す
る
要
望
書
に
つ
い
て
委
員

会
で
協
議
し
、
か
つ
ら
ぎ
町
全
体
の

問
題
と
し
て
現
状
の
維
持
管
理
状
況

の
検
証
を
行
う
こ
と
を
確
認
。
６
月

は
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
請
願
第

一
号
「『
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定

の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
』
を
国
に

本
町
に
お
け
る
ゴ
ミ
処
理
に
関
す

る
議
論
を
進
め
て
い
る
。

本
町
の
ゴ
ミ
処
理
は
広
域
施
設
を

利
用
し
て
お
り
、
自
治
体
ご
と
に
収

集
運
搬
の
方
法
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

本
町
に
は
不
燃
物
中
間
処
理
場
が
あ

り
、
ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー
ル
缶
・
ビ

ン
・
古
紙
・
古
布
類
な
ど
の
分
別
を

行
っ
て
い
る
。
資
源
ゴ
ミ
を
分
別
す

る
こ
と
に
よ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
向

上
に
繋
が
る
。
可
燃
性
ゴ
ミ
を
分
別

せ
ず
燃
や
す
場
合
の
コ
ス
ト
と
、
分

別
を
し
た
場
合
の
コ
ス
ト
な
ど
を
比

較
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、
本
町
の
進

む
べ
き
道
を
探
し
政
策
提
言
を
目
指

し
た
い
。

問 
東
日
本
大
震
災
の
災

害
関
連
死
は
、
３
８

０
８
人
、
能
登
半
島
地
震

で
は
、
２
７
６
人
と
直
接

死
を
上
回
っ
て
い
る
。
避

難
生
活
の
中
で
、
精
神
的

や
身
体
的
な
負
担
を
少
な

く
す
る
対
策
は
。

危
機
管
理
課
長　
感
染
症

リ
ス
ク
の
低
減
と
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
確
保
や
身
体
的

負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い

る
。「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ボ
ー
ド
」
を
導
入
し
、

言
語
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
壁
を
取
り
除
く
支

援
を
す
る
。

健
康
保
険
課
長　
保
健
師

な
ど
の
専
門
職
が
定
期
的

に
巡
回
す
る
こ
と
で
一
人

一
人
の
健
康
状
態
を
観
察

し
持
病
の
悪
化
を
防
ぎ
、

心
身
の
健
康
や
食
事
、
運

動
な
ど
の
面
か
ら
サ
ポ
ー

ト
し
、
必
要
に
応
じ
て
医

療
機
関
へ
繋
げ
る
。

問 

市
町
村
が
、
審
査
会

の
体
制
作
り
を
進
め

て
お
か
な
け
れ
ば
、「
災

害
関
連
死
」
に
あ
た
る
か

ど
う
か
を
判
断
す
る
手
続

き
が
大
幅
に
滞
る
恐
れ
が

あ
る
。
県
内
で
災
害
関
連

死
審
査
会
の
設
置
が
進
ま

な
い
理
由
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
の
か
。

福
祉
介
護
課
長　

国
か

ら
、
審
議
会
そ
の
他
の
合

議
制
の
機
関
を
置
く
よ
う

努
め
る
と
の
通
知
が
あ
っ

た
。
実
際
に
大
規
模
災
害

を
経
験
し
て
い
な
い
こ
と

で
、
災
害
関
連
死
に
よ
る

死
亡
や
障
害
の
判
断
を
行

う
と
い
う
想
定
が
で
き
て

い
な
い
こ
と
や
、
審
査
会

設
置
か
ら
運
用
に
至
る
ま

で
の
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
が
課

題
で
あ
る
。

問 

災
害
関
連
死
を
認
定

す
る
審
査
会
の
設
置

規
定
を
設
け
る
条
例
改
正

を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

町
長　
今
後
、
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
被

災
者
が
長
期
間
の
避
難
生

活
を
強
い
ら
れ
る
と
想
定

問 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設

置
本
数
は
。
設
置
場

所
、
設
置
年
数
な
ど
は
把

握
で
き
て
い
る
の
か
。
そ

し
て
設
置
基
準
は
あ
る
の

か
。

建
設
課
長　
平
成
19
年
度

以
降
、
約
４
５
０
本
設
置

し
て
お
り
、
設
置
箇
所
は

概
ね
把
握
で
き
て
い
る
が
、

設
置
年
数
は
把
握
で
き
て

い
な
い
。
設
置
基
準
は
、

特
に
規
定
し
て
い
な
い
が
、

町
道
の
交
差
点
や
カ
ー
ブ

な
ど
、
通
行
上
見
通
し
が

悪
い
と
認
め
ら
れ
る
箇
所

に
つ
い
て
申
請
を
受
け
付

け
て
い
る
。

さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
伴

い
、
当
該
災
害
に
関
連
す

る
死
亡
ま
た
は
障
害
に
な

る
事
案
も
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
審
査
会
設
置

に
つ
い
て
は
、
判
断
基
準

や
専
門
家
の
選
任
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
は
あ
る
が
、

弔
慰
金
の
支
給
決
定
を
迅

速
に
行
う
た
め
に
も
設
置

に
向
け
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど

の
異
常
を
、
道
路
の

異
常
な
ど
を
知
ら
す
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
機
能
を
使
用
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

建
設
課
長　
道
の
不
具
合

に
つ
い
て
通
報
・
連
絡
が

で
き
る
よ
う
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

シ
ス
テ
ム
は
活
用
し
て

い
る
。
今
後
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
に
関
す
る

通
報
・
連
絡

に
つ
い
て
も
、

簡
単
に
情
報

提
供
い
た
だ

け
る
よ
う
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
通
報

シ
ス
テ
ム
を

改
善
し
た
い
。

参
事
（
建
設・産
業
担
当
）

町
民
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
シ
ス
テ

ム
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
町
広

報
以
外
に
も
防
災
無
線
や

行
政
メ
ー
ル
な
ど
、
町
が

実
施
す
る
あ
ら
ゆ
る
方
法

に
よ
り
周
知
を
行
い
た
い
。

腐食して危険度が増しているカーブミラー

提
出
す
る
こ
と
の
請
願
」
に
つ
い
て

審
査
し
、
採
択
し
た
。

次
回
の
委
員
会
で
、
道
路
維
持
管

理
（
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
）
と
維

持
管
理
基
準
の
現
状
を
調
査
・
確
認

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

山下  慎二 議員

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

総
務
産
業
常
任
委
員
会

道
路
維
持
管
理
を

調
査
課
題
と
し
て
取
り
組
む

こ
れ
か
ら
の
ゴ
ミ
処
理
を
考
え
る

中間処理場では、生きビンを洗い分別し販売している

ガードレールの下部分がさがってしまっている町道（丁ノ町）

災害関連死審査会設置を
早急に

［町長］ 設置に向けて検討していきたい

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
安
全
対
策
は

［
参
事
］情
報
提
供
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
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令和７年度議会モニターの紹介（敬称略）
氏　　名 推薦団体など
城　　貴彦 公募
和田　康男 公募
福本　宗治 町商工会
岡田翔太郎 町青年団体連絡協議会
西　　宏紀 町老人クラブ連合会
田村　哲男 町民生児童委員協議会
池ノ内早苗 町女性会議
門　　大貴 佐野こども園保護者会
茶原　豊尭 三谷こども園保護者会
山本　敏一 町身体障害者会
西村　寧人 町ＰＴＡ連合会

委
員
会
は
、「
通
年
議
会
の
検
証
」「
基
本
条
例

の
逐ち

く

条じ
ょ
う

解
説
」「
議
会
政
治
倫
理
条
例
」「
議
会
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
」
と
い
う
４
つ
の
テ
ー
マ

か
ら
議
論
の
末
に
、
ま
ず
通
年
議
会
の
検
証
を
行

う
こ
と
に
な
っ
た
。
通
年
議
会
は
２
０
１
４
年
１

月
１
日
の
施
行
か
ら
11
年
目
。
議
論
の
た
め
に
経

過
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
通
年
議
会
導
入
の
歴
史

と
そ
の
後
の
変
化
に
は
意
義
深
い
も
の
を
感
じ
た
。

よ
り
良
い
総
括
に
な
る
予
感
が
し
て
き
た
。

例
年
通
り
令
和
７
年
度
も
「
議
会
モ
ニ
タ
ー
」

の
募
集
を
し
た
。
今
年
度
は
11
人
か
ら
応
募
が

あ
っ
た
。
令
和
６
年
度
の
議
会
モ
ニ
タ
ー
と
意

見
交
換
会
を
開
催
し
た
。
当
委
員
会
で
は
、
そ

こ
で
出
さ
れ
た
意
見
を

ど
の
よ
う
に
町
政
へ
反

映
さ
せ
る
か
を
議
論
し

た
。
そ
の
他
、
町
内
の

小
中
学
校
へ
出
向
き
、

議
会
や
町
政
に
つ
い
て

議
員
自
ら
説
明
や
授
業

を
行
う
「
出
前
授
業
」

の
実
施
に
つ
い
て
の
議

論
も
行
っ
た
。

総
務
課
よ
り
、
４
月
15
日
の
現
地
説
明
会

に
、
町
内
業
者
を
含
め
63
社
の
参
加
が
あ
っ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
町
長
は
質
疑
の
中

で
「
庁
舎
建
設
に
係
る
債
務
の
償
還
を
20
年

か
ら
30
年
間
程
度
を
計
画
し
て
お
り
、
そ
の

償
還
額
が
年
間
２
億
円
を
超
え
る
よ
う
な
場

合
、
財
政
負
担
が
困
難
な
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
」「
工
事
費
と
工
期
の
問
題
で
、
立
ち
止

ま
っ
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
の
方

向
を
示
し
た
。

委
員
会
で
は
、
議
会
が
関
係
す
る
議
場
や
、

会
議
室
、
事
務
局
室

な
ど
の
配
置
や
、
必

要
な
設
備
に
つ
い
て

検
討
し
、
７
月
中
に

ま
と
め
る
作
業
に
取

り
か
か
っ
て
い
る
。

本会議

デマンドタクシーや移動ス
ーパーなど、各地で工夫を凝
らした取り組みがなされてい
ますが、それぞれ地域性があ
りそれをそのままかつらぎ町
に持ってくるのはむつかしい
気がします。	 （７０代男性）

総務産業常任委員会

農業法人設立事業・公共下水道全体計画の見
直しについて、いずれも担当課からの説明があり、
議員とやり取りをするものであった。感想を一言
で言えば、「町議会議員の存在意義ここにあり」で
あった。	 （７０代男性）

ホームページ

議会だよりはどうしても議会から住民という一
方向になりがちなのに対し、ホームページはWeb
サイトなので、双方向としてのツールの利点をもっ
と活かすべきではと考えます。	 （５０代男性）

映像配信

配信の視聴を経験させて頂いてきましたので、
部分的には理解できる言葉もあるのですが、町民
の方が視聴した時、最後まで聞きたいと思ったで
しょうか。必要な事なのでしょうが疲れました。
	 （７０代女性）

議会だより
複数の議会だより中に「傍聴に参加してほしい」
旨の記述がいくつか散見されるところから、議会
／議員としては、①傍聴、②映像配信、③議会だよ
り、の優先順位で町民への町政参加を期待されて
いるかもしれないと感じられました。	（４０代男性）

広報広聴特別委員会
出前授業について、大いに賛成です。良い企画

だと思います。子供を通して、保護者に議会の姿
勢が伝わります。	 （７０代男性）

１０５号27ページに誤りがありましたので、お詫びし
訂正します。

誤　水
み
戸
と
岡
おか
　鋭

えつ
治
じ

正　水
み
戸
と
岡
おか
　鋭

えい
治
じ

今後庁舎の内容や
工事費について慎重に
調査する必要がある。

委員長　浦中　隆男

２０２４年議会改革ランキングの300位以内には
県内で本町議会と和歌山市議会のみ

地域経営のための議会改革度調査2024 早稲田大学デモクラシー創造研究所（母数1544議会）

議
場
の
配
置
や

必
要
な
設
備
を検討

通
年
議
会
の
検
証
へ

令
和
７
年
度

議
会
モ
ニ
タ
ー
11
人

庁
舎
建
設
調
査
検
討
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

町民の声を議会運営に反映するため、
議会モニター制度を実施している。
提出された感想などレポートの一部を
原文のまま抜粋し掲載する。議会モニターの声m o n i t o r ' s  v o i c e

令和６年度

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

今年度の議会モニターにも期待
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次世代シリーズ「がんばる人」は、スポーツや文化活動などで頑張っている子どもたちを紹介します。
学校の中だけでなく、さまざまな分野で一生懸命に取り組む姿を応援します。

【梁瀬小学校 ３年】

上
うえ

田
だ

　莉
り

穂
ほ

さん

1 べん強です。特に今算数をがんばっています。
2 わり算が、楽しかったからです。
3 おかしがすきなのでおかしやさんです。
4 集中してべん強できる学校があるところです。

【笠田小学校 ６年】

野
の

間
ま

　実
みのり

さん

1 好きな鉄道に関する研究です。
2 小さいころに、鉄道が好きになったからです。
3 鉄道会社に就職することです。
4 たくさんの支援があり、くらしやすいことです。

n e x t g e n e r a t i o n
がんばる人紹介

次世代シリーズ

こ れ か ら の「 か つ ら ぎ 町 」を 担 う の は 君 だ ！

1今、頑張っていること
2始めたきっかけ

3将来の夢
4かつらぎ町の好きなところ

質  問  事  項

【妙寺中学校 ３年】

中
なか

　陽
はる

飛
ひ

さん

1 サッカークラブに所属して頑張っています。
2 小さい頃に先輩から誘われて始めました。
3 誰かのためになる仕事に就職することです。
4 自然が豊かなところが好きです。

n e x t g e n e r a t i o nがんばる人
次世代シリーズ

n e x t g e n e r a t i o n

勉 強

UEDA RIHO

n e x t g e n e r a t i o nがんばる人
次世代シリーズ

NAKA
HARUHI

サッカー

n e x t g e n e r a t i o n

n e x t g e n e r a t i o n

がんばる人

次世代シリーズ

NOMA
MINORI

鉄道博士

n e x t g e n e r a t i o n
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